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修学旅行 2年次 

 11月19日～22日、２年次生が３泊４日の日程で関西(奈良・京都・大阪)方面へ修

学旅行に行ってきました。国内の「世界遺産」を中心にした史跡・施設等の見学を通し

て、日本の文化や歴史を深く学びました。天候にも恵まれ、非常に充実した旅行となり

ました。 

体験入部も 

模擬授業 

 進路実現に向けて 3年次 

 初めは、どんな修学旅行

になるか期待と不安でいっぱ

いでした。しかし、無事に楽し

く終えることができたのは、先

生方をはじめ、仲間たちの協

力があったからだと思いま

す。旅行先では、みんなが

集団行動を心がけてくれた

おかげで、スムーズに行動す

ることができたと同時に、楽し

く多くのことを学ぶことができ

ました。                               

修学旅行委員長 佐藤葉月 

進路決定状況（１２月１１日現在） 

国公立大学  山形大学 筑波大学 
10名 

 宮城教育大学 県立保健医療大学 他  

私立大学 

18名  東北薬科大学 東北芸術工科大学       

玉川大学 女子栄養大学他 

短大・専門学校 

21名 仙台医療センター付属看護助産学校       

酒田市立看護専門学校 他 

公務員 
５名 

 横浜市役所 酒田市消防組合 他 

各年次の活動報告 

 ３年次は現在、進路実現に向けて、授業の他にも放課後補習、休

日学習会、激勉会、模擬試験、個別指導等に取り組む毎日です。

12月８日には、センター試験をはじめとした受験突破や合格祈願の

ため、だるまの目入れを行いました。なお、AO入試や推薦入試等で

合格した進路先は右表のとおりです。 

だるまを「開眼」させ、俺も見えて

きた目標に一直線で臨むぞ～！ 



第1巻 第1号 

裕かに 聡く 逞しく 

次号（第9７号）は３月１日の発行予定です。 

 本校１年次では、総合的な学習の時間に「学問探究」を行いました。10月29日には山形

県内において各分野で活躍されているスペシャリスト６名から講演をいただき、今後の学習

への意欲の向上や進路について深く学びました。その後、15のゼミに分かれ、グループでの

探究活動を行い、12月10日に各ゼミ代表による研究発表会を実施しました。 

学問探究 1年次 

  

生徒会長 

櫻田 温香 

生徒会副会長 

佐藤 和奏 齊藤 みふゆ 

執行委員 

髙橋 龍一 阿部 未波 

阿部 麻里菜 後藤 淳 

池田 彩嘉 髙橋あすか 

佐藤 紘太 岡部 恭祐 

武田 泰輝 高宮 立 

秋庭  愛   

私たち執行部では「つなぐ」という

生徒会スローガンを中心に、西高の

みなさんに笑顔になってもらえるよう

に、日々の活動を頑張っていこうと

思っています。執行部で話し合う機

会を定期的に、より多く行い、自分た

ちでできる活動をどんどん見つけて、

やっていこうと思っています。また、ア

ンケートを採るなど、執行部だけでは

なく、全校生徒でより良い生徒会を作

り、今まで以上に西高の皆さんが笑

顔になれる生徒会を目指します。 

       生徒会長 櫻田温香 

新生徒会執行部
◇山形県高校文芸コンクール短歌の部  

 優秀（県高文連賞） 佐藤 汀 

◇山形県高等学校総合文化祭 

 書道部優秀賞 佐藤 彩 

◇東邦書道会全国展  

 最優秀団体賞  

 山形県芸術文化協会賞  

        前田百々香 

 山形市教育委員会賞  

        今井 凜 

◇山形県高等学校美術展 

 奨励賞    大西うらら 
  

各種大会報告  

ところ：さかた「街」なかキャンパス 

    （酒田市本町1-8-5） 

と き：2016年1月23日～30日 

    10時～18時 
    （最終日は15時まで） 
＊高校生の豊かな感性と創造力の集大成 

を展示します。ぜひ、ご鑑賞ください。 

芸術コース 美術・書道選択者 

修了作品展のお知らせ 

 

「やまがたの 

 スペシャリストに聞く 

 トップセミナー」 

 10月より、新生徒会執行部が活

動を始め、後期生徒総会にて今

後の目標・方針も決定されました。 

 

室内コンサート  12月13日、本校合奏室におい

て芸術コース（音楽）と授業選択

者、音楽部生徒による室内コン

サートを行いました。一般の方にも

鑑賞いただき、ピアノや独唱、合

唱、管弦打楽器等、本校ならでは

のさまざまな演奏形態で多彩な音

楽を披露しました。 

上：I･N設計スタジオ 

  碇谷規幸氏 

右：JTB東北 

  荒井朋之氏 

下：佐藤彩 

「長沙子弾庫楚帛書」 

左下：大西うらら 

    「光彩」 

「研究発表会」発表内容 

左上：言葉の奥深い世界 

左下：人が入れるｼｬﾎﾞﾝ玉 

右下：我々の身近にある物体比 


